
提

出

者

平

野

博

文

平
成
十
四
年
七
月
二
十
五
日
提
出

質

問

第

一

五

五

号

死
者
の
人
権
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保
護
に
関
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る
質
問
主
意
書
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死
者
の
人
権
の
保
護
に
関
す
る
質
問
主
意
書

著
作
者
お
よ
び
実
演
家
は
、
著
作
権
法
に
よ
り
、
そ
の
死
後
も
一
定
の
人
格
的
利
益
を
保
護
さ
れ
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
の

法
体
系
に
お
い
て
、
一
般
に
死
者
の
権
利
は
保
護
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

著
作
権
法
に
お
い
て
、
著
作
者
・
実
演
家
が
そ
の
死
後
も
一
定
の
保
護
を
受
け
る
理
由
に
つ
い
て

�

わ
が
国
の
法
体
系
上
、
一
般
に
死
者
の
人
格
権
は
認
め
ら
れ
る
か
。

�

著
作
権
法
で
は
、
著
作
者
人
格
権
、
実
演
家
人
格
権
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
人
格
的
利
益
を
保
護
す
る
と
し

て
、
死
後
も
そ
の
利
益
を
保
護
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
か
な
る
根
拠
に
よ
る
も
の
か
。
ベ
ル
ヌ
条
約
上
の
義
務
は
さ
て

お
き
、
国
内
的
な
必
要
性
、
及
び
そ
の
法
的
な
許
容
性
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

�

著
作
者
や
実
演
家
の
死
後
も
一
定
の
保
護
を
加
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
手
段
と
し
て
、
第
一
二
〇

条
に
定
め
る
刑
罰
（
罰
金
刑
）
の
み
な
ら
ず
、
遺
族
に
差
し
止
め
請
求
権
及
び
名
誉
回
復
請
求
権
を
認
め
る
必
要
性
、
な

ら
び
に
法
的
許
容
性
を
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

二

政
府
提
出
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
」
等
に
つ
い
て

一



�

「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
」
、
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
」
な
ど

は
、
「
『
個
人
情
報
』
と
は
、
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
」
と
定
義
し
、
こ
の
法
案
に
よ
り
保
護
さ
れ
る

対
象
を
、
生
存
す
る
個
人
に
限
定
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
総
務
省
よ
り
「
死
者
に
は
請
求
権
が
な
い
た
め
、

遺
族
自
身
の
個
人
情
報
を
構
成
す
る
よ
う
な
場
合
を
除
い
て
は
、
法
体
系
上
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
の
説
明
を

受
け
て
い
る
。

し
か
し
、
著
作
権
法
に
お
け
る
人
格
的
利
益
の
保
護
の
考
え
方
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
死
者
に
人
格
権
や
請
求
権
が
な

く
と
も
、
そ
の
必
要
が
あ
る
限
り
、
死
後
も
法
的
保
護
を
与
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
個
人
情
報
の
保
護
を

死
者
に
及
ぼ
す
か
否
か
は
、
法
体
系
上
一
概
に
否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
立
法
裁
量
の
問
題
で
あ
る
と

考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
改
め
て
政
府
の
見
解
を
お
示
し
い
た
だ
き
た
い
。

�

国
民
の
自
然
な
感
情
と
し
て
、
死
後
で
あ
れ
ば
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
い
し
個
人
情
報
を
自
由
に
利
用
・
開
示
さ
れ
て
も
か

ま
わ
な
い
と
考
え
る
の
は
一
般
的
で
な
い
。
む
し
ろ
多
く
の
国
民
が
、
死
後
も
自
己
に
関
す
る
情
報
は
き
ち
ん
と
保
護
さ

れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
考
え
る
が
、
こ
の
点
政
府
の
見
解
は
。

�

現
行
刑
法
上
、
「
名
誉
」
に
つ
い
て
は
、
名
誉
毀
損
罪
に
よ
り
「
生
存
す
る
人
」
が
保
護
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
死
者

二



の
名
誉
毀
損
罪
が
設
け
ら
れ
、
死
後
に
つ
い
て
も
法
的
保
護
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

名
誉
の
問
題
と
、
個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
は
密
接
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
死
者
の
名
誉
毀
損
罪

と
の
関
係
に
お
い
て
、
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
つ
き
死
後
も
法
的
な
保
護
を
及
ぼ
す
方
が
、
法
的
に
均
衡

が
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

�

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
」
ほ
か
個
人
情
報
保
護
に
係
る
関
係
法
律
案
に
お
い
て

は
、
個
人
情
報
の
定
義
を
生
存
す
る
個
人
の
情
報
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
死
後
に
つ
い
て
も
法
的
な
保
護
を
与
え
、
個

人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い
を
確
保
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


